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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・　吉田　正太郎様～５月９日（火）１０時３０分退院予定。南山苑へ入所となります。御家族様が迎えに来られるとの事です。

・　浜中　トキエ様　～５月５日朝でステロイド剤、ビタミンＢ製剤、アレルギー用剤飲み切り止めとなっています。現在全身の発赤疹改善されてきています。ステロイド剤が飲み切り止めとなった為、皮膚の状態が悪化する事が考えられる為、状態をオムツ交換時や全身清拭時、バイタル測定時に注意し観察していきましょう。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・　中森　　みや子様～トイレこもり、私物いじりへの執着があり、日課が遅れがちとなり、時間どおりの生活ができていません。睡眠時間が少ない時があり、食事時間に傾眠が見られる事があります。スタッフで対応を統一していく為担当スタッフは早急に中森様と話し合い、生活リズムの改善を図っていきましょう。

・　三浦　　トシ様～本日より時間誘導のメンバーに入れ、排尿状態を観察しチェックしています。１週間排泄チェックを続け、排泄状態により誘導時間を検討していきます。トイレ誘導の声掛けに対し、拒否的となる事や失禁されたパンツを隠す事があります。スタッフは三浦様の羞恥心を理解し、拒否的となった時や失禁されたパンツを隠した事は責めず、自尊心を傷つけない対応をしていき、失禁された時自分で対応でき、スタッフへ訴える事が出来る環境作りを心掛けていきましょう。

＜ケア検討～排泄＞

・　浜中　トキエ様～現在全身の発赤疹改善されてきており、現在食事はベッドから起床され　　　　自力で摂取されています。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　排泄に関しては身体状態が不安定であった為、オムツを使用していました。しかし、現在食事は椅子に座って摂取されている事、安定した座位が取れる時間が増えてきた事、オムツへの排尿をした際すぐにスタッフへ訴える事が出来るという理由から、日中のポータブルトイレでの排尿を促し、排泄のステップアップを図っていきたいと考えています。

　　

・　塚田　　昌様～スタッフのトイレ誘導の声掛けに対し、「出ません」と話される事多いですが、誘導を行うと失禁無く排泄されています。塚田様はトイレ誘導に対する恥ずかしさや、失禁していた際の羞恥心を感じやすい方ですので、自尊心を傷つけない対応を心掛けて行きましょう。また、傍で見守ると緊張し排尿出来ない事もありますので、そのような状況の時は少し距離を置いて、扉の影から見守るような方法を取ってみて下さい。

・　長根　斑男様～現在精神状態不安定であり、排泄の失敗が多く見られます。

　　　　　　　　・落ち着き無く便器に上手く腰を掛ける事が出来ない。

　　　　　　　　　　・尿意を感じトイレへ向かっているがチャックやズボンを下ろす事に時間を要し、ズボンに引っ掛けてしまい失敗する。

　　　　　　　　　　・立位の不安定が見られズボンや周囲を汚してしまう。

　　　　　
以下のような失敗が見られる為、トイレへ行かれた際スタッフは見守

　　　　　　　　　　り気持ちの良い排泄をして頂くよう心掛けて行きましょう。

　　

　　・　三浦　トシ様～本日より時間誘導のメンバーに入れ、排泄状況をチェックしていきます。忘れずに記入をお願いします。

　　※次回は自尊心を傷つけないトイレ誘導の仕方やオムツ交換の方法について具体的に話し合い検討します。

